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英語最上級の一用法
小　沢　悦　夫
0．英語の最上級構文には，次の例に見られるようなevenの意味を含む用法
があるとされている。
　（1）　a．Time　and　thinking　tame　the　strongest　grief．＿Proverb－
　　　　b．The　wisest　man　in　the　world　does　not　know　everything．
　　　　c．　She　stood　there，staring　at　him，feeling　incapable　of　the
　　　　　　slightest　motion，her　body　sti伍as　a　stone．
　　　　d．The　best　teacher　in　the　best　co1lege　in　the　world　cannot
　　　　　　give　a　student　an　education．He　can1ead　the　way　to　the
　　　　　　mine　from　which　it　can　be　dug，provide　him　with　the
　　　　　　proper　too1s，and　show　him　how　to　use　them．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上，荒木1984，pp．205－6）
　　　　e．She　did　it　without　the1east／smallest　hesitation．
　　　　f．　I　haven’t　the1east　idea．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上Quirk　et　al・1985，p460）
このような文は，もし文字通りに解釈すれぱ，例えぱ（1a）と（1b）は次のよ
うになるはずである。
　（2）a。時と思案は最も強い悲しみを柔らげる。
　　　　b．世の中で一番賢い人問は全てのことを知っているのではない。
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つまり，文字通りの意味（言内の意味）としては最上級溝文で示されている指
示物のみを表わし，それ以外のものは意味Lていないにもかかわらず，実際の
意味解釈としては次のようなものになる。
　（3）a．時と思案はどんな強い悲しみでも柔らげる。
　　　　b．世の中でどれほど賢い人聞でも全てのことを知っている訳ではた
　　　　　　い。
次も同じ用法の例である。
　（4）　“It’s　di血cult　to　say　exactly　why　he　did　that，”he　said　at1ast．
　　　　“But　murderers　do　fumy　things．You’d　know　that　if　you
　　　　were　in　the　police　force．The　cleverest　of　them　make　stupid
　　　　mistakes　sometimes．．．”
　　　　　　　　　　　　　（A．Chl1三stie：丁免2〃ω7∂〃oグ亙o8〃λo冶70ツ∂）
　念のため，文字通りの意味にしかとれない最上級の例もあげておくが，この
ような例がごく普通の用法であることは言うまでもない。ω
　（5）　a．Among　the　boys　in　his　c1ass　Jimmy　is　the　ta11est．
　　　　b．The　humming－bird　is　the　sma11est　of　a1l　birds．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上Rusiecki1985）
　　　　c．They　are　the㎜ost　beautiful　paintings　I　have　e∀er　seen．
　　　　d．0f比e　thj＝ee　newspapers　we　ha∀e　in　this　city，this　is　the
　　　　　　best．　　　　　　　　　　　　　　（以上Q岨irk　et　aI．1985）
　　　　e．I　think　that　probably　the　greatest　gift㎜y　father　bestowed
　　　　　　on　us　chi1dren　was　to　teach　us　to1ove1earning．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L　Bemstein：ハ〃”〃9s）
　本稿では，（1）や（4）などの最上級表現は，どのような条件下でevenの意
味をもつことになるのかという間題を考えてみたい。
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1．　まず，evenそのものが使われている例を観察し，evenを省いたらどの
ような事態が生じるかを考えることから始めることにする。以下の例を参照さ
れたし・。
　　（6）　a．Sigurd　te11s　me　you　want　to　see　Ado1ph．He，of　course，
　　　　　　　　　　won’t　mind，but　poor　Lady　Mae　gets　so　upset　over　even
　　　　　　　　　　the丑ittlest　things．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S．S．Vam　Dine：τ加捌8免oψ〃刎〃〃C沈2）
　　　　　　　b．Not　that　my　condusions　ha▽e　been　profomd．But　e▽en
　　　　　　　　　　the　most　trivial　happenings　may　carry　a　certain　weight．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（τ加ル肋｛og7砂伽oグW葦〃舳C〃1os閉〃舳s）
　　　　　　　c．　Even　the丘nest1anguage　cannot　be　a　perfect　and　logica1
　　　　　　　　　　medium，since　it　is　so　c1osely　re1ated　to1anguage　in　its
　　　　　　　　　　underlying‘PriInitive’funCtions，．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R．Quirk：丁肋σs20ヅE〃9〃5ゐ）
　　　　　　　d．Wi1liam：Oh，I　d㎝’t　know　about　that．酎en　the　most
　　　　　　　　　　coI1st…mt　woman1ikes　a　change　now　and　then、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（W．S．Ma㎎ham：τoo肋仰肋∫肋燃）
　　　　　　　e．But　even　the　greatest　pcets　have　whtten　a　great　deal　that
　　　　　　　　　　is　tedious　to　read．　　（W．S，M舳gham：Boo松α”γo”）
　　　　　　　f．Tumbal1：．．．Don’t　blame　yo胆r㎜other，Miss　Crale．Even
　　　　　　　　　　the　gentlest1ady　can　be　pushed　too　far．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A．Christie：0o　B〃治肋7〃眺〃〃）
　　　　　　　g．Every　time　we　1ook　at　a　photograph，we　are　aware，
　　　　　　　　　　however　slightly，of　the　photographer　selecting　that　sight
　　　　　　　　　　from　an　ininity；of　other　possible　sights．This　is　tme
　　　　　　　　　　even　in　the　most　casual　fami1y　snapshot．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（J．Berger：Wαツ5げ∫ω初9）
　（6a－g）の例では，evenを省いてもほぼ完全にevenの意味ば保持される。
ということは，（1）や（4）などの用法は本質的に（6）の用法と同じであり，
事実，（1）と（4）の例にevenを付け加えても意味がはっきりするだけだか
ら，（6）のような例の中で話L手（書き手）がevenを省いてもその意味が問
違いなく伝わると考えた蒔に（1）や（4）の表現を使うと一応は考えることが
できるかも知れない。それに反し，（5）の例に。evenを付け加えると意図され
た意味ビならないぱかりか不自然な文になってLまう。この違いはどうして生
じるのだろうか。
2．最上級の基本的な意味用法は，比較の対象となる指示物の集合が与えられ
た場合，その全てを何らかの比較基準に基づいて比較し，その比較基準上で最
も程度の高いもの（もしくは，最も程度の低いもの）を一つ選び出すというも
のである。図式的に示せぱ，次の構文を指す。
　（7）A　is亡he　most／least　Adj　of（among，in）B．
（5）の例について言えぱ，比較の対象となる指示物の集合を表わす部分が明示
されている　（among　the　boys　in　his　class，of　a11birds，of　the　three
newspapers）。（7）の形式で示されていなくても，r私が今まで見たうちで」
とかr父が我々子供たちに与えてくれた贈りもののうちで」などの実質的に同
じ表現が存在する。そのような比較対象を設定した上でr背の高さ」r大きさ」
r美Lさ」r重要さ」などの比較の基準から見て，ある指示物がその基準を最
も高度に唯一的に満たしているのである。＝2］
　そのような観点から（1），（4），（6）の例文を見ると，今述べた「唯一的」と
いう条件が欠げており，さらに，比較の対象となる指示物の集合も欠げている
か，もLくは存在しても莫然とLすぎている（in　the　worldなど）ことが分
かる。（1a）では，柔らげられるのはr最も強い悲しみ」だげでなく当然それ
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より弱い悲しみも柔らげられるはずだし，（4）では，それほど賢こくたい殺人
者もバカな問違いはするし，（6a）では，何か大ごとがあれぱ当然頭に血が上
るに決っているのである。
　このような観察から，（1）や（4）の意味解釈には次のような推論が働いて
いるのではないかという結論がひとまずひきだせる。
　（8）最大級のものがある事態に関わっているのなら，それより程度の小さ
　　　　なものも当然その事態に関わっているはずだ。
Lかし，この推論は（5）で示した典型的な最上級の用法とは根本的に異なって
いる。（5）ではr唯一的」という条件がポイントだったが，形式上は同じ（1）
や（4）では全ての指示物が選ぱれてしまうからだ。以下，どのような条件下で
最上級構文に（8）の推論が働くのか見ることにする。一副
3．例として（1d）をとって考えてみよう。
　（9＝1d）　The　best　teacher　in　the　best　college　in　the　wor1d　cannot
　　　　　give　a　student　an　education．
文字通りの意味は次のようなものになる。
　（10）最良の大学の最良の教師は学生に教育を授けられない。
ここで，（9）が総称用法（generiCuSe）である場合，以下の推論が成り立
つ。ω
　（11）一般的事実：最良の大学の最良の教師ができない。
　　　　推論：それより劣る条件の教師にはできるはずがない。
より一般的には次のように表わせる。
　（12）一般的事実：最上の能力をもつ者（A）があること（B）をできない。
　　　　推　　論：Aより能力が劣る者はBをできない。
（11）や（12）の推論自体は自然なもので，日常的推論としては問題ないだろ
う。但L，例外が少なくとも二つある。
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　（13）a．他の点で全て劣っていても何らかの一点でAより優れた能力を
　　　　　　もっている考が，Aにできないことができる場合。
　　　　b．偶然できる場合。
（13a）は，例えぱ，恐さを知らない単純な人問が勇者にもできない犬胆なこと
をするとカ㍉瞬間的に自暴自棄になって危険なことをするなどという場合だが，
（13b）と合わせ，このような場合には一般性がないので実質的な問題は生じな
い。
　（10），σ1），（12）は人間の能力についての話だが，無生物が話題となってい
る場合も原理は同じで，ほぽ（8）の枠内に蚊まると考えてよい。
　以下，注意する点をいくつか確認しておきたい。
4．evenの用法で注意すべきなのは，それを使うと自動的に言外の意味
（implicature）が得られることである（詳Lくは第8節参照）。次例を参照さ
れたい。
　（14）　a．Even　Tom　can　do　that．
　　　　b．Even　Tom　cannot　do　that．
（14a）は，r他の人問ならできるL，（それほど賢こくたい）トムでもできる」
の意味だし，（14b）は，r他の人間にはできないL，（とても賢こい）トムにも
できない」の意味を表わす。つまり，（14a）ではトムの力が劣っていること，
（14b）ではトムの力が優れていることが一直線で解釈できる。㈲最上級と共に
使われると意味的に（14b）と同じ構文でないと不自然になる。屹］
　（15）　　a．　Even　the　bravest　man　cannot　do　that．
　　　　b．　＊Even　the　bravest　Inan　can　do　that．
但L，braveの反意語を使うと（15b）の構文でなければならない。
　（16）　a．‡Even　the　most　coward　man　cannot　do　that．
　　　　b．Even　the　most　coward　man　can　do　that．
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　どんな形容詞を選ぶかで溝文自体が選ぱれる訳である。言いかえると，eVen
は，何らかのスケール上での両端を示す項と共起すると考えることができる
（この点については第8節参照）。（15a）と（16b）がその典型例だが，別の実
例で確認しておこう。
　（17）a．There　are　many　conductors　in　the　world；皿any丘ne
　　　　　　conductors；even　some　great　conductors．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（LBemstein：ハ〃伽8s）
　　　　b．The　result　was“unprofessiona1”and“unsatisfacto町”；in
　　　　　　negotiating　with　Iran，No村h　failed　to　achieve　even　his
　　　　　　own　questionalble　goals．　　　　　　（Time，March9．1987）
（17a）は最大端側，（17b）は最小端側の項をそれぞれ示している。この用法
が平行移動されて（15a）と（16b）に結びつくと思われる。
5．語用論的要因も関わっているように思われる。次例参照。
　（18）　a，The　stromgest　man　in　the　wor1d　can　lift　at　least450
　　　　　　pounds．（Donnelann1978）
　　　　b．＊The　strongest　man　in　the　world　camot　lift　at　least450
　　　　　　pomds．
　　　　c．The　strongest　man　in　the　wor1d　cannot　lift1000pounds．
（18a）を否定文にすると，文法的にはat　leastの存在，語用論的には450ポ
ソドという軽すぎる重さのために不自然な文になる。（18c）は予測通りeven
の意味を含むし，camotをcould　notにして推量の意味をはっきりさせて
も同様にe▽enの意味が含まれる。
　但し，（18c）でintheworldの代わりにinthevillageを入れると意味
が変わってしまう。
　（19）　The　stroI1gest　man　in　the　vi11age　cannot（could　not）lift1000
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　　　　pounds．
（19）には文字通りの意味しか存在せず，evenの意味を伝えたげれぱeYenと
いう語そのものを使うしかない。ここでも［（ωθ〃）肋〃㎜5’Adj］は総称用
法に隈られるということが窺われる。つまり，特定の（speciic）指示物が存
在すれぱ言内の意味しか得られないことになる。
　次の例も参照されたい。
　（20）　The　best　doctor　spares　no　e丘ort　to　save　a　patient．（Co1e1978）
この文は否定表現を含んでおり，総称用法と解釈するのが自然であるが，｛7〕そ
の意味は（21a）ではなく（21b）である。
　（21）a・最良の医者でも患考を救う努力は惜しまないものだ。
　　　　b．最良の医考は患者を救う努力は惜しまないものだ。
同じ主語でも次の文では明らかにeVenの意味が読みとれる（これは，人間
は誰でも時には問違いをすることがあるということが杜会通念になっているか
らである）。
　（22）　The　best　doctor　so血et1mes　makes　a　m1stake
また・（20）のbest　doctorの代わりにworst　doctorを入れるとevenの意
味（＝どんなヘポ医者でも）が含まれる。同じ構文でこのような違いが出るの
は杜会通念という語用論的前提条件のためである。医者にすがる気持ちがあれ
ぱ（20）の主語がworst　doctorの時に「どんなヘボ医者でも」の解釈をする
のはごく自然である。このような例からも［（ω伽）伽伽sまAdjコには語用
論的要因が関わっていることが分かる。帽〕
　総称用法かどうかが問題になると先に述べたが，いずれともとれる場合は両
様の解釈が可能のはずである。次はその一例である。
　（23）　The　most　trying　experience　did　not　discourage　him．
The　most　trying　experienceが特定の（speciic）指示物をもてぱ文字通り
の意味，総称用法であれぱeVenの意味で解釈される。注意する点は，両様
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の解釈が可能な場合でもeVenの解釈が可能なのは総称用法の場合に隈られ
るということである。（23）の解釈は少なくとも次のようなものになる。
　（24）　a．Some　pa竹icular　experience　which　had　been　the　most　trying
　　　　　　did　not　discourage　him．
　　　　b．Even　some　particu－ar　experience　which　had　been　the　most
　　　　　　trying　did　not　discourage　him．
　　　　c．No　experience，not　even　the　most　trying　one，discouraged
　　　　　　him．
　　　　d．An　extremely　trying　experience　did　not　discourage　him．
　　　　e．Even　an　extremely　trying　experience　did　not　discourage
　　　　　　him．
（24a－b）は特定的，（24c）は総称的な解釈である。間題は，（23）にrその最
も（極めて）辛い経験にも」というeVenの意味を含む解釈が可能かどうかと
いうことだが，インフォーマソトによれぱ（24b）は可能だという。とすれぱ
［（舳〃）肋θ刎os’Adjコは総称用法に隈られるという考えの反例であり，適
当な文脈が与えられれぱ特定用法でも構わないとするべきなのかも知れない。
　なお，（23）のdid　notをwould　notに変えてもおおむね同じことが言え
るので，（8）の類の推論はほぼ有効だと思われる。　　　　　　　　　　一
　（25）事実：彼は最も辛い経験に挫げなかった。
　　　　推論：彼はそれより辛くない経験に挫げたはずがたい。
　　　　　　⇒彼はどれほど辛い経験にも挫げなかった。
6．この構文では，今まで見て来たところでは，（6c）を除き（1）と（6）でみ
なbe動詞以外の動詞が使われているが，このことには何か意味があるのだろ
うか。（6c）に。はevenとcanが使われているので，片方または両方を省く
とどうなるか見てみよう。
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　（26）　a．The　inest1anguage　caImot　be　a　perfect　and　logical　me－
　　　　　　dium，．．．
　　　　b．Even　the　inest1mguage　is　not　a　pe㎡ect　and　logical　me－
　　　　　　dium，．．．
　　　　c．The丘nest　Ianguage　is　not　a　pe㎡ect　and　logical　medium，．．．
（26b）は問題なく0Kだが，（26a，c）も大体OKのようである。
　（6c）でもう一つ注意する点は，それが否定文だということで，evenと否
定が関連して使われるために第4節で見たようにr劣っているものにはできな
い。最大の（それ以上の）能力のあるものにさえできない」という（8）の推論
に準じて解釈され，evenと否定が重なった（26b）はごく自然ということに
なる。類例も多い。
　（27）　a　Even　the　most　beautlfu1woman1s　not　pe㎡ect　m　every
　　　　　　respect．
　　　　b．Even　the　most　obedient　wife　is　not　always　understanding．
　　　　c．　Even　the　most　co正nphcated　problem　is　not　necessarily
　　　　　　inso1uble．
ineveryresPect・a1ways，necessarily等の修飾議句が付加されると自然さ
がはるかに増すのも興味深い点である（（27b）はalwaysがなけれぱ不自然。
（27c）はnecessarilyがなくてもおかしくはないが，あればそれなりの安定
感が生じる）。また，（27a－c）は全て総称用法と解釈するのが自然だが，これ
もa1ways等の存在が利いている。［（ω肋）脇θ刎o∫まAdjコは大体において
総称用法をもつが，様々な修飾語句が付加されるために，杜会通念に反しない
陳述になりやすいと思われる。
　（27）の例は全て否定文だが，肯定文も不可能ではない。
　（28）E▽en　the血ost　tnv1al　re加ark　ls　sometlmes　rev副m＆
　　　　＝Even　the　most　trivial　remark　can　be　revealing．
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7．今まで述べて来たことをまとめると，［（ωθ〃）伽〃o∫まAdjコの解釈で
重要な要因と考えられるものとしては，（i）eVenの有無，（ii）語用論的前
提，（iii）alWayS，SOmetimeS等の修飾語句，（iマ）総称用法か否カ㍉（V）仮
定表現の有無，などがある。これらに加えて推論規則が重要な関係をもってく
る。（i）は決定的に重要で，推論プロセスそのものが全く異なる（詳しくは第
9節参照）。（ii）～（V）もお互いに徴妙に関係し合っているが，最終的には
（iV）に収敷するように思われる。
　また，これまでは詳しく触れずに来たが，〔（ω舳）肋θ刎08まAdjコという
構文にはいくつかのタイプがある。比較変化を行なう形容詞は原則として段階
的（gradable）なものに隈られるが，その中で（・）段階的スケール倒の最大端を
表わす形容詞の最上級に否定表現が結びついた構文，（b）最小端を表わす形容詞
の最上級と否定表現が結びついた穣文，（・）最大端を表わす形容詞の最上級に肯
定表現が結びついた穣文，（d）最小端を表わす形容詞の最上級に肯定表現が結び
ついた構文，の4種が考えられる。
　以下，推論規則の性質を考えながら，（・）～（d）の構文とそのような推論がどの
ように関わっているか考えることにしたい。
8．次はr会話の含意（conversationa1implicature）」の例である（山梨1986，
P，161）。
　（29）　a．　John　has　three　cows．
　　　　b．一■〉John　has　on1y　three　cows　and　no　more．
　　　　　　C
（30）　a，John　has　three　cows，in　fact　ten．
　　　b．　John　has　three　cows　amd㎜aybe　Inore、
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つまり，（29a）に接した場合，普通は（29b）の解釈が得られるが，これはあ
くまで推論（inference）であり，（30）の事態は排除されない。ところが同じ
文が与えられてもr論理的含意（10giCa1entaih〕lent）」の類の推論に従うと
（31b）の文は論理的に真だと解釈されるが，（32）は論理的に偽，つまり非文
法的（意味的に異常）になってしまう（山梨1986，p．161）。
　（31）　a．John　has　three　cows．
に伽㎞ぽ二二／・
　（32）　a．＊John　has　three　cows，in　fact　none．
　　　　b．＊John　has　three　cows　and　maybe　none．
注意する点ぱ，（29a＝31a）が与えられると，その言内の意味から（31b）は自
動的に導びかれるが，（30a－b）は自動的に導びかれるとは隈らず，むしろ
（29b）の解釈が得られるということである。言いかえると，（29a）が与えられ
た場合，論理的には（30）に類する推論が可能だカミ，日常生活においては（29b）
の解釈が選ぱれることになる。もL（30）の意味を伝えたいのなら次のような
言い方が別にあるからである。
　（33）　John　has　at　least　three　cows．
事情ぱeVenやOnlyの場合も同様である。
　（33）は安井（1978）が「慣用的な（conventional）言外の意味」と呼んで
いるものの一例でもある。ω安井（1978）から例を借りれぱ他にも次のようなも
のがある。
（34）
（35）
（36）
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a．
??
a．
??
a．
She　was　poor　but　she　was　honest．
人は，一般に，貧しいと正直ではないものだ。
She　is　smar仁for　a　girl．
女の子は，一般に，切れがよくない。
John　managed　to　go　to　the　party．
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　　　　b．John　went　to　the　party．
（36）は含意動詞（1mpl1catlve　verd）が使われており，（34a）はbut，（35a）
はfor（agir1）の存在が，それぞれの含意を保証している。これはGrice
（1975）があげているr非慣用的な（nonconventiOna1）言外の意味」の例と
は質的に異なるものである。
　（37）　A：SInithdoesn’tseemtohaveagir1friendthesedays．
　　　　B：He　has　been　paying　a　lot　of　visits　to　New　York　lately．
　（38）　スミスは，ニューヨークに，ガールフレンドがいるらしい。
［（ωθ〃）肋θ刎o∫まAdjコが（37）とは違う推論で扱われるのは明らかだろう。
この用法はあくまでもr最も～なものは～だ」という言内の意味に基づいてい
るものだから，（33）～（36）の例に準じて考えるべきだが，ここで注意すべき
はevenの有無である。（6a－g）のようにevenがある場合は，evenという
言内の言語形式を媒介として言外の意味に到達することができる（つまり，慣
用的言外の意味である）。例で確認しておこう。
　第7節で述べた四つの場合を一つずつ見れぱ，まず，段階的スケールの最大
端を表わす形容詞の最上級に否定表現が結びついた構文の例である。
　（39＝6c）　Even　the丘nest1anguage　cannot　be　a　pe㎡ect　and　logical
　　　　　medlum，s1nce1t1s　so　c1ose1y　related　to　language　m1ts
　　　　　mderlying‘Primitive’fmctions，．．．
この構文では，r最上級のものができない，それより劣っているものは言わず
もがな」という憤用的な言外の意味が自動的に得られる。eVenの典型的な用
法である。
　次は，最小端を表わす形容詞の最上級と否定表現が結びついた構文の例であ
る。
　（40）　There　is　not　even　the　slightest　doubt　about　his　innocence．
この構文では，r最少隈の疑問でさえ存在しない，それより大きた疑問が存在
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するはずがない」という言外の意味が得られる。
　三番目のタイプは，最大端を表わす形容詞の最上級に肯定表現が結びついた
構文である。
　（41＝6e）　But　e∀en　the　greatest　poets　have　written　a　great　deal　that
　　　　　is　tedious　to　read．
この例では，「最上級の詩人でも愚らない作品を産み出す，それより劣った者
は言わずもがな」という言外の意味が得られる。
　最後は，最小端を表わす形容詞の最上級に肯定表現が結びついた構文の例で
ある。
　（42：6a）Sigurd　te1ls　me　you　want　to　see　Ado1ph．He，of　course，
　　　　　won’t　mind，but　poor　Lady　Mae　gets　so　upset　over　even
　　　　　the　littIest　things．
この構文では，「最も小さなものにも影響を受げる，それより大ぎいものには
言わずもがな」という言外の意味が得られる。
9．［ωθκ伽刎05f　Adj］では，解釈上必要となる言外の意味はevenとい
う言語形式の存在から白動的に導き出せたが，evenが存在Lない場合はどう
なるか確認しておこう。
　（39）に対応する例としては次のような文がある。
　（43）　The　greatest　mathematician　in　the　wor1d　cou1d　not　solve　the
　　　　prob1em．
　（40）に対応する例としては次のようなものがある。
　（必）　a．Nothing　I　say　or　do　wi1l　m砥e　the　s1ightest　di放erence．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Time，December31．1984）
　　　　b．It　was　as　th01ユgh　a　s1apstick　comedian　had　broken　in　on
　　　　　　the　la㎜entations　of　Mξ1isande＿not　mischievously，not
螂
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　　　　　　witting1y，for　there　was　not　the　sma1lest　intention　to　huIt
　　　　　　in　the1itt1e　cat’s　performance，but　simp1y　from1ack　of
　　　　　　comprehension．　　　　（A．Hux1ey，“Semons　in　Cats”）
　　　　c．“＿EnW　and　resentment＿that’s　a11they’ve　got．That
　　　　　　sort　of　thing　doesn’t　take　you　very　far．I　saw　them
　　　　　　（。revo1utionary　socia1ists）d皿ing　the　War；I　talked　with
　　　　　　the叫I　tried　to丘nd　some㎞ing　in　them；it’s　pitiab1e．I
　　　　　　never　had　the　smal1est　di価culty　with　these　creatures．”（G．
　　　　　　C16menceau）　　　　　　（A．Huxley，“Beliefs　and　Actions”）
これらの構文の解釈については，（39）一（42）の場合と同じ．推論プロセスで求
める言外の意味が得られるかが問題となる。
　まず，（43）と（姐）の場合は，evenがないので，言内の意味だげを手がか
りに言外の意味を求めることが原理的にできない，という点が重要である。（9）
についても（11）の推論を与えたが，この捲論は（39）一（42）と異なり，言内の
意味だけを手がかりとして得られたのではなく，あくまで現実世界の知識とい
う基本的には非言語的な情報に基づいて得られたものである。もっと言えぱ，
これは確率的な（もLくは経験的な）推論であり，直接の言語的な基盤はもた
ない。確率的な推論にすぎないからこそ，この構文は総称用法として使われ，
r最も～在ものでも～なものだ」という一般的陳述に使われやすいと考えられ
る。もっともこのような推論ぼ以下の二つのタイプによりよくあてはまるが，
基本的には，（43），（44）のタイプにもあてはまる。（43）について言えぱ，杜
会通念とLて，最も優れた学者に解げない間題が他の人間に解げるばずがない
と世間の人々が思っているからこそeVenの意味が含まれることになる。
（μa）について見れぱ，r私が言ったりしたりすることは最も小さな違いを何
も生じさせたい」という言内の意味が与えられ，確率的推論により，rそれよ
り大きな違いが生じる訳がない」という杜会通念に従った言外の意味が得られ，
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さらに両者をプロセスした結果としてrこれっぽっちの違いも」の意味が得ら
れると思われるo
　　（41）に対応する構文の例は次にあげるように実例も比較的多い。
　　（45）　a。“It　is　odd，”he　said　to　himself，“how　the　cleverest　people
　　　　　　　　　　slip　over　details．Bonnington　wi11be　interested．”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A．Christie，“Four　and　Twenty　B1ackbirds”）
　　　　　　　b．Don’t　forget　that　critics　often　make　mistakes，the　history
　　　　　　　　　　of　cdticism　is　ful1of　the　b1mders　the　most　e㎜inent　of
　　　　　　　　　　them　have　made，・and　you　who　read　are　the丘nal　judge　of
　　　　　　　　　　the　value　to　you　of・the　book　you　are　reading．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（W，S．Maugham：3oo尾M〃ro〃）
　　　　　　　c．There　are　certain　humiliating　moments　in　the　lives　of　the
　　　　　　　　　　greatest　men．It　has　been　said　that　no　man　is　a　hero　t0
　　　　　　　　　　his　valet．To　that㎜ay　be　added　that　few　men　are　hero
　　　　　　　　　　to　themselves　at　the　moment　of　visiting　their　dentist．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（A．Christie：0脇，Z〃o，B鮒肋2吻8肋θ）
　　　　　　　d．Vance　gazed　dreamily　out　into　the　gathering　shadows．
　　　　　　　　　　“Dashed　queer　about　the　bishop　being　his　incubus　a1l
　　　　　　　　　　these　years．Such　recurring　discouragements　a丘ect　the
　　　　　　　　　　strongest　minds　sometimes，create　a　desire　for　re∀enge　on
　　　　　　　　　　the　world，with　the　cause　of　one’s　fai1ure　exa1ted　to　an
　　　　　　　　　　astraean　symbol．”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（S．S．Van　Dine：τ加励8加ψ〃〃〃〃Cα52）
　　　　　　　e．Incidentally，the　cleマerest　men　can，sometimes　and　in
　　　　　　　　　　certain　circumstances，reveal　themse1▽es　as　profound1y＿
　　　　　　　　　　criminally＿stupid．You　can　be　an　acute1ogician　and　at
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the　same　time　an　emotiona1cretin．
　　　　　　　　　　　　　　　（A　Huxley，“Vulgarity　in　Literature”）
これらの例を見ても分かるように［（ω伽）伽刎05fAdjコは，文脈からも
evenの意味が読みとれるような配慮がされている。例えぱ，（45b）では，r批
評家はよく間違いを犯すものだ」と一般論を述べた後でr最も優れた批評家た
ちが間違いを犯す」と続けているため，「どんなに優れた批評家でも間違いを
犯す」という言外の意味が得られやすくなっている。また，（45e）では，can
という助動詞とSO㎜etmeS及びm　Certam　ClrCumStanCeSという修飾語句
のおかげで確率的な推論がしやすくなっている。
　最後のタイプとしては次例参照。
　（46）　a．4th　Juror：The　woman　saw　the　kming　through　the　win－
　　　　　　　　　　　dows　of　a　moving　e1evated　train．The　train
　　　　　　　　　　　had　six　cars　and　she　saw　it　through　the　win－
　　　　　　　　　　　dows　of　the1ast　two　cars．She　remeエnbered
　　　　　　　　　　　the　most　ms1gn1丘cant　deta1ls　I　don’t　see　how
　　　　　　　　　　　you　can　argue　with　that．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（R，Rose：T〃2〃2λ〃9η〃肋）
　　　　b．To　be　pale，to　have　no　appetite，to　swoon　at　the　slightest
　　　　　　provocation＿these，not　so　long　ago，were　the　signs　of
　　　　　　maidenly　good　breeding．
　　　　　　　　　　　　　　　（A．Hux1ey，“▽ulgarity　in　Literature”）
これも（44）と平行的であり，（46a）について見れぱ，r最もつまらない細かい
点を憶えていた」のならrそれより犬事た点は当然憶えていたはずだ」という
確率的推論を媒介にして「ごく細かな点までも憶えていた」という言外の意味
を得ることができる。ω
　箇単にまとめると次のようになる。
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244　　　　　　　　　　　早稲田商学第324号
　［ω刎伽刎o∫チAdjコについては，evenという言語形式のもつ言内の意味
から自動的に，r最上級のものでも～である，それより劣るものは言わずもが
な」という定型化Lた言外の意味が得られる。一方，［（ωθ刎）肋θ刎o∫f　Adj］
においては，そのようなプロセスは存在せず，現実世界に関する知識を借りて
確率的推論を行なうことになる。両考から得られる言外の意味が同じだとLて
も，その解釈プロセスは質的に異なり，eVenが欠げた場合は聴き手（読み
手）の解釈努力にかなり依存することになる。この意味では修辞性の高い表現
と言える。
10．関連のある二，三の表現についても少し触れておきたい。次のような諺が
ある。
　（47）　The　handsomest丑ower1s　not　the　sweetest
これを文字通りに解釈すれぱ（48a）となるが，通例この表現はnOt　necessarily
の意味だとされ，（48b）の解釈が与えられる。
　（48）a．最も美しい花は最も香Lくはない。
　　　　b．最も美Lい花が最も香しいとは限らない。
　文字通りに解釈すれぱ（48a）にしかならないのに本当は（48b）の意味にな
るという間題は［（ω刎）伽刎05彦Adj］と共通の問題である。necessari1y
とかalwaysを加えると自動的に（48b）の解釈が得られるのも，evenの有
無による最上級の解釈プロセスの違いと平行的である。とすれぱ，（47）も現
実世界に関する知識を基に，確率的な推論を誘う表現と考えることができる
（普通は，美しい花なら香りもすてきだが，中には見かけだげ美Lくても臭い
のひどい花もある，という経験的知識があってはじめて（48b）の解釈が意味を
もっ）。（47）は，わざとnecessarilyなどを省いて読み手に解釈努力を要する
ことにより，諺とLての効果を一層もつことになる。それに加えて，（47）は
比楡表現と見ることもできるのでより有効だと言える（美しい花を美人にたと
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えた換楡（metonymy）であり，sweetはkind，a舐ectionate等の意味に解
される。他にr美しいバラにはトゲがある」といった諺の存在も（47）の経験
的真実性を保証する手助けにもなっている）。
　a1lと否定が結びついた場合も同じような事態が生じうる。
　（49）　a．Lady　Macbeth：Here’s　the　smen　of　the　blood　still：all　the
　　　　　　　　　pe㎡umes　of　Arabia　wil1not　sweeten　this1ittle　hand．
　　　　　　　　　Oh！oh！oh！　　　　（W．Shakespeare：〃α伽肋）
　　　　b．Hu㎜pty　DuInpty　sat　on　a　wa11，
　　　　　　Humpty　Dumpty　had　a　great　fall；
　　　　　　Al1the　King’s　horses　and　all　the　King’s　men
　　　　　　Couldn’t　put　Humpty　together　again、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mother　Goose　N1ユrsery　Rhy］㎜e）
（49a）は，rアラビアの全ての香水を使うと」ではなく，rアラビア中の全ての
香水を使っても」の意味だし，（49b）は，「王様の馬と王様の家来を総動員す
ると」ではなく，r王様の馬と王様の家来を総動員しても」の意味である。両
者には明らかにeVenの意味が見てとれる。
　例えぱ，「彼らのうち誰も来なかった」と言いたい時はAn　of　them　didn’t
come．ではたくNone　of　them　came．という言い方があるが，（49）では
nOneを使っても意図された意味を伝えることはできない。あくまでr全ての
もの（a11）」をもって来てもそれでも駄目だ（nOt）と言いたい時にa11～not
の全称否定が使われるのである。このr全てのものをもって来てもそれでも駄
目だ」というのがeVenの用法に通じるのである。
　また，ifにはeven　ifの用法があるが，これもevenが欠けているのにそ
の意味が含まれるという点で関係がある表現である。
　（50）　a．　If　she’s　poor，at　least　she，s　honest。（L刀CE）
　　　　b．If　I　am　wrong，ycu　are　at　least　not　absolutely　right－
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　　　　c．His　manner，if　patronizing，was　not　unkind．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上『研究杜新英和大辞典』）
（50a，b）がeYenの解釈を受げる大きな理由の一つはat1eastがあるから
だと考えられる。もしat　leastを省くと（50a）は二通りの解釈が可能にな
る。r貧乏な人間は必ず正直だ」という前提があればifの意味になり，r貧乏
な人間は正直になりにくい」という前提があれぱeven　ifの意味になる。後
者の意味をよりはっきりさせる時にat1eastやevenを使うことになる。
（50b）も同様である。（50g）もPatronizingとnot　unkindは意味的に両立
しにくいベアだからこそevenの意味が読みとれる。もし後者をpatrOnizing
と似通った語にすると不自然になってしまう。
　（51）　？His　manner，if　patronizing，was　domineering（too　pushy）．
要するに，（50）の場合も，evenの含意はat1eastという言語形式と語用論
的前提によって保証されることになる。
11．今まで考察してきたことをまとめてみると，ほぼ次のようになる。
　［（ω舳）伽刎o∫古Adjコの成立条件は以下の通りである。
　（52）a．総称用法（generic　use）とLて解釈される文中で使われると自
　　　　　　然に成立しやすい（特定用法（speci丘c　use）の場合も条件がそ
　　　　　　ろえぱこの解釈を受げる余地はあるが，本稿ではその点まで詳し
　　　　　　くつめることはできなかった）。
　　　　b．couldやwou1dの推量表現やnot～always，sometimes等の
　　　　　　修飾語句が使われると成立Lやすい。文全体が総称用法と解釈さ
　　　　　　れやすくなるからである。
　　　　C．現実世界に関する語用論的前提と矛盾しないこと。
以上の条件がそろった時に，次の推論が働く。
　（53）a．［ω舳肋θ刎o∫まAdjコの場合は，evenという言語形式の言内の
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　　意味を出発点とLて自動的に慣用的言外の意味が得られる。
b．［（舳〃）伽〃03まAdjコの場合は，（52）の条件に基づいて，確
　　率的（もしくは経験的）推論を行なう。これは解釈努力を要する
　　修辞性の高い表現である。
注＊　例文についてはRichardMurto教授の御教示を得た。記して感謝したい。
　（1）cf．Rusiecki（1985，P－138）：“The　superlative・degree　form　is　usual1y
　　interpreted　as　signa11ing　that　the（refe＝ent　of　the）argument　of　the　propo－
　　sition　underlying　the‘Aest’sentence　possesses　the　feature　indicated　by　the
　　adjective　in　a　degree　higher　than　any　other流ember　of　the　reference　set．”
　（2）　「唯一的」と言っても必ず文字通りただ一つの指示物しか指せないのではなく
　　（そのような例の方が多いのは確かだが），（5c）のように「集合」として一つの指
　　示物が存在する場合も合まれる。
　　　また，ここでは次のような絶対最上級（absolute　superlative）は考慮に入れな
　　い。
　　　（i）　a．Tom　and　his　most　beautiful　wife　came　to　see　us．
　　　　　b，They　gave　us　the　warmest　welcome．
　　　付け加えておけぼ，比較級はしばしぱ比較の対象を省略するが，最上級はそれほ
　　ど省略しない。比較の対象が二つだけなら文脈などからすぐ読みとれるが，三つ以
　　上（理論的には無数まで）の比較すぺき対象は明示されないと読みとりにくくなる
　　という事情によると思われ私また，比較の対象が明示されるのは比較級では25％，
　　最上級では52％という調査もある（cf．Gnutzmam　et　al，1973）。’
　　　なお，（7）にならって比較級の基本構造を示せば次のようにな飢
　　　（ii）Aismore／1essAdjthanB．
　　このうち劣勢比較の特徴については小沢（1987）を参照されたい。
　（3）但し，厳密に言えば（8）の推論は本稿で間題とするものの一種にすぎず，他にも
　　問題となる推論の型は三種ある。詳しくは第8節及び第9節を参照されたい。
　（4）場合によれば，（9）の類の文が特定用法（speci丘c　use）の意味をもつこともあり
　　うる。具体的にProfessorJohnSmith、などと名指しできる人を指している場合
　　は（5）と同じ通常用法となる。言いかえると，総称用法の時にのみ本稿で間題とし
　　ている意味（以下，［（ω刎）肋θ榊5まAdj］と表記する。（6）の構文は［ω伽肋3
　　刎o∫まAdj］と表記する）が得られる。詳しくは以下の本文参照。
　（5）Karttunen　andPeters（1979）の説明を借りれば，次の（i）が与えられると
　　（iia－b）が権論されることになるo
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　　（i）　　Eve皿　Bin　likes　Mary．
　　（ii）　a．　0ther　people　besides　Bil11ike　Mary．
　　　　　b．　Of　the　people　lmder　co口sideration，Bill　is　the　least1ikely　to1ike
　　　　　　　Mary。
　言いかえれば，（ii　a－b）の条件が存在してはじめて（i）が成立する。even以外
　にも同じような用法をもつ語句としてはtOo，als0，0n1yなどがあり，全て特有の
　憤用的言外の意味（cOnve口t10畑11軸p11catu祀）をもつ。
（6）Ka血軸皿en囲d　Peteτs（1979）にならって（15a）から推論されるものを示せば
　以下のようになるだろう。
　　（i）a．0the正people　besides　the　b㎜vest　mn　camot　do　tha仁
　　　　　b　Of出e　people㎜der　conslderat1o口，the　bravest　man　ls　the　most
　　　　　　　likely　to　be　able　to　do　that．
（7）（20）は（18a）と共にDomelann（1978）が定表現の限定用法（a耐ributive
　use　of　a　defnite　description）と呼ぶ例であり，話し手はbest　d㏄torが誰だか
　知っている必要はなく，また，時によってbest　doctorは変ることもある。いず
　れにLても，ここでは，特定の人問を指し示しているのではたいということがポイ
　ソトになる。
（8）同1二越旨の考えはFaucomierL（1㎝5a，b）などにも見られる。
くg）この概念及びevenと［（肋例）肋2刎o∫まAdjコに関する輿味深い観察がFau・
　con口ie正（1975a，b）に見られるoFaucon亘ier（1975b）に従って
　　（i）　Alexei　can雌t　the　hea㎡est　weight．
　を解釈すれば次のようになるoもし
　　（ii）　Alexei　can雌t　weig趾π1・
　が真だとすると，Z，がZ1より軽げれぽAlexeiはμももちあげられると考えら
　れる（これは（ii）の10gical　iInp1i㎝tiOnではない。軽くても形や大きさの関係
　でもちあげられないこともある）oつまり，AlexeiがZ2をもちあげられることは
　（i）によって合意（implicate）されるoそして（i）の場合，次のような“heaマ・
　i口ess”に関するp祠g㎜aticscaleが考えられる。
もしλ1がZ2より下であれば（より重ければ）Alexe｛c≡m　lift兀1はAlexeican
肚t兀2を含意する。そしてαがこのスヶ一ルの最も下位を表わすとすれぱAlexei
can　liftαはAlexei　can　lift吏（πは任意の項）が成り立つことを含意する（こ
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　の場含α＝hea▽iest）。αは典型的に最上級で示される。
　　（i）の例は本稿の（c）の場合（例の（45））の説馴こあたる。［（ω肋）励θ刎03f
　Adj］の解釈には（iii）の類の語用論的スケールと何らかの語用論的推論が関わって
　いるという考えは基本的に正Lいと思われる。もっとも（i）にevenの意味が含
　まれるのは，一番重いものをもちあげられるのならそれより軽いものは通例もちあ
　げられるものだという経験的な社会通念が存在するからだという犬前提は注意して
　おく必要がある。
⑩　「憤用的な言外の意味というのは，ある言語表現が与えられると，そこから出発
　Lて，個人的な揺れや飛躍を伴なうことなく，一様に到達できるものである。・…・・
　それが可能であるのは．憤用的な言外の意味が，一応は言外の意味であるとはされ
　ても，一定の言語形式や言内の意味と，いわば，直線的に結ばれているからであ
　る」（安井1978，pp・23－24）。
　　なお，r言外の意味」も「含意」もいずれも同じi血p1icatureを指す。
　　ある発話が与えられて意味解釈を行なう場合，（i）文字通りの意味（言内の意
　味）だけが問題になる場合と，（ii）間接的な合意（言外の意味）まで悶題になる
　場合があ飢（ii）には慣用的な言外の意味と非慣用的な言外の意味が含まれ，後
　老の代表例としては様々な修辞表現がある。非慣用的言外の意味の一般的解釈につ
　いてはGrice（1975），安井（ユ978）参照。様々な修辞表現の解釈については小沢
　（1982，83）参照。
⑪　現実問題として，ごく細かな点には気がついているのに犬きな点を見のがすとい
　う可能性も当然ありうる。しかし，経験的には，細かいことを目にとめるような人
　なら犬きな点にも注意が届くことが多いと言え飢これが常識的な杜会通念であり，
　確率的推論が働くという所以である。
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An　Aspect　of　the　English　Superlative
Etsuo　KOZAWA
　　　The　super1ative　construction　in　English　has　an　interesting　use，which　can
be　illustrated　by　the　following　sentences：
　　　（1）　a，Time　and　thinking　tame　the　strongest　mind．
　　　　　　　b．The　wisest　man　in　the　world　does　not　know　everythi口g．
This　use　implies　the　meaning　of例吻，unlike　the　more　common1』se　of　the
superlative，which　refers　to　a　single　entity　among　a　set　of　the　referents　con－
cemed：
　　　（2）　a．Time　and　thinking　tame　any　grief，ω吻the　strongest．
　　　　　　　b．No　wise　man，notω肋the　wisest　man　in　the　world，kmws　every－
　　　　　　　　　　　thing．
　　　（3）　Amo！1g　the　b6ys　in　his　class　Ji血my　is　the　tallest．
　　　　　　　　‡Among　the　boys　in　his　classω舳Jimmy　is　the　ta1Iest，
This　paper　is　an　attempt　at　explicati口g　the　conditions　under　which　sentences　like
（1）i］1nplyωε閉．
　　　In　the　case　of　sentences　which　have　an　explicit　lingu三stic　form〃伽，we　can
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autonlatical1y　get　a　con∀entiona1imp1icature：
　　　（4）　Even　Tom　can　do　that．
　　　（5）　a．　Otber　people　besides　To㎜can　do　that，
　　　　　　　　b．Tom　is　the　least　likely　to　be　able　to　do　that、
（5a，b）is　implicated　by（4）．But　in　the　case　o｛sentences　like（1），we　are，on　a
pri口cipled　basis，unable　to　get　an　implicature　like（5）。Rather，we　would　have
to　resort　to　son1e　inference　r1ユ1e　o｛a　probabi1istic　（or　empirical）　nature　to　ac・
count　for　the　implicat岨e　ofω舳．For　exa血ple，consider　the　following　sentence：
　　　（6）　The　greatest　mathematician　in　the　wor1d　could　not　so1∀e　the　problem．
This　sentence　has　the　implicature　ofω脇，because，according　to　socia1be1iefs，no
one　else　can　so1Te　a　problem　if　the　most　gifted　person　caImot．Ninety－nine
ca昌es　out　of　one　hundred　tllis　is　tme，but　someone　might　be　able　to　solve　such
a　prob1em　by　chance；this　kind　of　inference　is血ade　from　experience　on　a　basis
of　probabiIity・By　the　same　token，the　fol1owing　sentence　can　be　interpreted　in
two　different　ways：
　　　（7）　If　she　is　poor，she　is　honest・
If　there　is　a　social　presupposition　that　a　person　who　is　poor　is　destined　to　be
ho口est，sentence（7）has　a1itera1㎜eaning　of“if　A，then　B”．If，on　the　other
hand，　there　is　a　social　presupPosition　that　it　is　di筋cult　to　be　honest　i｛　one　is
poor，sentence（7）has　the　implicature　ofω伽2ゲ．
　　　Thus，I　have　shown　that　sociaI　presupposition　is　cr1ユcial　in　the　interpreta－
tlon　of　sentences　llke（1）　and（6）　（Faucon口1er（1975a，b）　1s　partlcularly　lnstruc・
tive　on　this　matter　and　its　formalization）．
　　　Besides　the　factor　of　socia1presupposition，I　have　also　shown　that　factors
such　as“9eneric　use　vs．speci丘c　use”，“Putati▽eω〃〃aI1d〃伽〃”，“modiiers
such　asα肋〃s，80〃肋伽ωand榊c棚〃妙”are　also　at　work　iIl　this　constructioIl
to　Some　important　degree．
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